
い ざ 出 陣 ！
　いよいよ入試本番を迎えます。

　みなさんは、「合格」という二文字を手に入れるために、合不合判定テストに心を悩ませ、そして、

もういやになるというくらい過去問を解いてきたはずです。

　さあ、試験当日は常に前向きに、確実に「合格」の栄冠をつかんできてください。

　さて、今日はこれまでみなさんを担当してきた先生方に、「激励のことば」を書いてもらいました。

　まずは、理系科目を担当してきた神谷先生からです。

　今まで皆さんは多くの事を学習してきました。今まで受け持った過去の生徒達と比べても努力する

という点では群を抜くものがあり、他の先生方も認める所です。振り返れば夏の４００時間達成や長

時間に渡る日曜日のパーソナルトレーニング等、誇って良いと思います。ただ入試では今まで努力し

てきた問題がそのまま出題されるとは限りません。大切なことは、論理的に考える事だったり、注意

深く文章を読む事だったりします。量はこなしてきたはずですから、似たような考え方はやってきて

いるはずです。解き方の方針を間違えないことです。例えばつるかめ算と旅人算の応用で解けそうだ、

とか、速さの逆比が時間の比となる事を利用すると解けそうだ、等々。解き方の方針さえ立てば、正

解にたどり着けるはずです。今まで自分のやってきた事を信じて最後まで頑張ってください。結果は

後からついて来ます。

　試験で最後の１０分間はゴールデンタイムと呼ばれています。良く見直しをする黄金の時間です。

見直しが合否を分けると言っても過言ではありません。計算ミスがないかどうか、読み違いはないか

どうか、論理的矛盾はないかどうか等。

　入試の合格の秘訣は『大胆且つ細心』です。堂々と問題に向き合い、細心の注意を払って入試に臨

んでください。合格を祈っています。

　次に登場するのは、主に土曜日の週テストや日曜日・火曜日の講座を担当してきた小柳先生です。

“負うた子に教えられ”ではないですが、螺子が３本位抜けている私は、いつも遥か年下のあなた達

を見ては姿勢を正しています（笑）本当に！

“昭和は遠くなりにけり”とはいいますが、この令和の時代に、自分の幼い頃を思い出すとは予期せ

ぬことでした。

時が流れてもその環境によって精神の在り方は変わらないものだと痛感しています。

自分の経験から、螺子が３本とは抜け過ぎですが、１本位折れていた方が、気楽に何事にも向かえる

し切り換えもうまくいくなぁと思い今を生きてます。

いっつも元気な後輩達と共に応援しています。



　５年生のときにパーソナル・トレーニング講座を担当していた髙木先生です。

自分自身の中学受験から10数年、初めて教え子が中学受験に挑戦してから3年になります。

自身の受験を思い返すと、1月のこの時期は最早焦りを超えてむしろ楽しくなっていた頃であったと

思います。

受験生として、そして教える側として両方を経験した先輩として皆さんにアドバイスをするのであれ

ば、ここからの日々は思ったよりも長く、そしてこれまでの人生で一番自分自身の成長を実感できる

毎日です。ぜひ楽しんで楽しんで楽しみ尽くして下さい！

皆さんは今、人生で一度のあこがれの学校へ「告白」する権利を手にしているのです。なんと素晴ら

しいことでしょうか！

あとは「アタック」するのみです。

ただし「ラブレター（答案）」は読みやすく丁寧な字で！！　そうでないと嫌われてしまいますよ。

最高の数週間を経て、笑顔で合格報告に来る皆さんを教室でお待ちしています。

　５年生のときにパーソナル・トレーニング講座を担当していた糸井先生です。

受験本番が近づいてきたころです。みなさんはこの受験のためにがんばってきたところだと思います。

そのがんばりは必ず力になっているでしょう。本番に対して緊張や不安がある人もいるでしょう。で

すが、問題ありません。それだけ真剣であるとも言えます。それでは本番まで、健康に気をつけてす

ごしてください。本番で一番重要なのは当日のコンディションでしょうから。

　最後に、文系科目と日曜日などに理科を担当してきた村上からひとこと。

ここまで、よく頑張ってきました。

あと、のこり少し、第一志望校合格の栄冠を目指して、もうひと踏ん張りしてください。

たくさん過去問を解いて、どこにどんな問題があるか、問題を解く要領等、よくわかったと思います。

落ち着いて、確実に問題をクリアしてきてください。

Genius is one percent inspiration, ninety-nine percent perspiration.

この言葉は、その昔、かの有名なトーマス・エジソンが言ったものです。

これまで努力に努力を積み重ねてきたみなさんなら、もう何も怖いものはないはずです。

あとは、悔いのないように、持てる力のすべてを出しきってください。

うれしい報告が聞けることを心より楽しみにしております。


